




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年　度 件数 面積 件数 面積
反　歩 反　歩1946 12 17，521 19 17，521
1947 79 633，404341 613，209
1948 118 73223135 60，721
1949 32 49，906 41 49，906
1950 9 15，526 15 16，704
1951 5 8，712 27 11，823
1952 3 6922 1 1，125
合　計 259805，515579771，219
出典：『登美丘町史』52頁表から一部引用
229
国立歴史民俗博物館研究報告
第82集　1999年3月
　こうした土壌の上に，1946年2月と9月に農地改革が進行した。表5に旧野田村の農地改革の進
行を示す統計を引用したが，真田山への建碑事業がとりくまれた1947～48年は，買収・売渡しとも
に最も動きが大きかった年であり，従来の価値観が大きく崩れた時期と重なっている。
　これらの要素が総合して，遺族の中でも建碑事業に不参加の意志表示をする人々が出現したもの
と考えられる。ただその場合も，個人としての不参加であって，遺族会が村を挙げて進めようとす
る建碑事業そのものには反対していない。このことは，戦後間もなくで敗戦による価値観の混乱は
あっても，直接・間接の戦争体験者として戦没者に対する哀悼の意を建碑事業という形で示すこと
に反対しないという共通意識が汎く存在していたことを窺わせる。
　なお表4に集計された「不明・他」の27人についてみておきたい。真田山の建碑の1年半後に作
成された遺族会の名簿に収録された238人以外に，真田山に墓碑が建立された人が25人（うち3人
は氏名が判読できないので遺族会名簿に重複して収められている可能性もある），さらに遺族会の
名簿に収録されていないが野田軍人墓地関係者一覧表に名前が登場する人が6人いる。そのうち字
名が判明しない人と他村にいる人が27人になる。このうち22人が真田山に碑を建てられていること
から，名簿作成前には野田村に住んでいてその後転出した人，つまり22人が疎開して来ていた人の
可能性が強い。事実，このうちの判明した2例については疎開していたことが確認できた。この内
容については，後に具体例をとりあげてみる。
　続いて真田山に建立された墓碑の配列を検討するため，表2と関連して作成したのが図10である。
　この配置図で明らかになることは，1列目と2列目が向かい合わせに建てられているがそれを北
から南へと，丈六・西野・高松・北野田・南野田と字別でブロックに区切っていることであろう。
さらにその内部をみると，陸軍と海軍，将校と下士官，兵士の墓碑が一貫性がなく混在している。
旧真田山陸軍墓地は，他に海軍の墓碑はなく，また将校，下士官，兵士が整然と区画を別にしてい
るだけに，野田村のこの特異性は際立っている。特に将校，下士官，兵士は，規定により規模に大
小の差があるが，野田村のものは全部兵士の規格で，基壇の部分が一般の兵士の規格の約4分の1
しかない。また行政文書では字名を書くにあたっては大体決まった順番があり，遺族会の名簿もそ
れを踏襲している。南野田，北野田，丈六，高松，西野というその順と，墓碑の順番は違っている。
　この基壇が小さいのは，前に聞きとりからわかったように戦没死者の遺骨を埋葬するというより，
記念品を納めるためであったからであろう。また規格を同一にしたのは，遺族会が村の応援を得て
事業として進めるためには，兵士の遺族を含む全体の同意が不可欠だったからと考えられる。
　配列については，地元の野田軍人墓地の1997年の移転に際し，抽義で位置を決めたということだ
ったが，恐らくはこの時もそうしたのではないかと推定すると納得できる。字毎の順番も同様だっ
たのであろう。
　4　真田山での祭祀について
　こうして建立された169基の墓碑は，遺族にとって現在どのような存在になっているかを続いて
検討してみる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヱの　初めに現在も旧野田村の西野に住んでいる木村和子氏からの聞きとりの一部を紹介する。
　　私は1923年1月に大阪市内で生まれました。結婚した夫は大阪市の九条新道で商売をしていま
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　　して，一緒に働きました。1940年に主人の両親がここに土地を買い家を建てました。その直後
　　の1940年4月19日，夫の長兄が中国で戦死しました。遺骨は主人の両親の出身地の和歌山に埋
　　葬しました。美は三男でしたが，1945年の大阪の大空襲で焼け出され，両親を頼って父母と同
　　居しました。それ以来，ここに住み続けて今日に及んでいます。ですから，1948年に真田山に
　　墓碑を建てるというお話は，両親がかかわっていたと思いますが，詳しい経過はわかりません。
　　松井良一さんという大きな地主さんだった方達が一生懸命やっていたようです。なぜあんなに
　　遠くにまつったのか，と思いましたが，三男の嫁ですし尋ねたことはありません。はじめの頃
　　は村からそろってお参りに行ったとも聞きました。父は毎月19日には和歌山までお墓参りに行
　　っていました。父母が亡くなってからは盆とお彼岸には和歌山に墓参に行くようにしています。
　　家に仏壇があり，北野田駅前に軍人墓地が出来てからは，毎月19日にはここにお参りしていま
　　す。ここでは共同の慰霊祭とかはしていません。お盆の前に草とりをするといった時に皆さん
　　に通知して都合をつけた方々とご一緒するといった程度で，あとは皆さんが夫々に命日の日に
　　お参りをしているようです。それから暫くして主人が遺族会の役員を引き受けて，主人が亡く
　　なった後は私がお手伝いするようになりました。野田軍人墓地に行った時が，一番亡くなった
　　義兄にお参りしている感じがします。真田山にはいつか行かなくては，と思いつつもなかなか
　　行けてません。西野の文化村というのは，私の家の近くにもありました。倉橋仙太郎さんのお
　　宅は，私の家の奥にありました。少し前迄は，学者や画家のいた階段の家が何軒か残っていま
　　した。
　遺族会の役員もした木村和子氏にとっても，真田山の墓碑は気にかかるが遠い存在になっている
ようである。多くの遺族にとって，真田山の墓碑は実際の距離以上に遠い存在になりつつあるよう
である。そして遺族も次の世代になると，真田山は更に遠く意識からも脱落しつつある傾向もみら
れる。
　一方戦時中野田村に疎開して，その後野田村を離れた遺族の場合はどうか。確認できた二例のう
ち，野田村を去る時期が早く遺族会が1950年4月に名簿を作る少し前に大阪市内に戻った小島崇右
氏の場合，真田山に墓碑は建立されたが戦死した父の名は名簿に掲載されていない。もう一人は，
野田軍人墓地が出来る頃迄南野田に居た場合だが，遺族会の名簿にも掲載され，野田軍人墓地にも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヱリ建碑している。ここでは遺族会の名簿に掲載されていなかった小島氏の聞きとりの一部を引用する。
　　私は大阪市内で1936年1月12日に生まれ，国民学校の3年生の頃に一家で疎開して野田村に来
　　ました。まだ大阪が空襲を受ける前でした。弟は集団疎開をしています。私は小さかったけれ
　　ど，祖父が始めて父も継いでいた熔接の仕事を職人さんを使って一家でやっていた跡とりとい
　　うことで祖父母と父と一緒でしたが，母は下の弟達と今の大東市のあたりに疎開しました。北
　　野田駅のすぐ南側の東手に，疎開者を対象とした6軒長屋が何棟か建てられて，そこが手狭で
　　あったこともあるし，親と祖父母との関係で何かあったのかもしれませんが，母と離れて淋し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんだち　　い生活でした。転校した国民学校では「あ・新建の……」といわれましたから，同じように疎
　　開してきていた人が相当いたと思います。この南野田の長屋に父の召集令状が来ました。父は
　　大阪市西淀川区から出征してゆきました。そして再び帰っては来ませんでした。1945年4月16
　　日，フィリピンのルソン島で戦死したそうです。遺骨が帰ってきたのですが，おかしなことに
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　　2度来ました。2度目の時，木の箱をこっそりあけてみました。何かが焼けたカケラのような
　　ものが入っていました。この遺骨は，暫くしてから祖父母と母も来て皆で高野山に行って永代
　　供養をしてもらいました。戦争が終って間もなく，新制中学の2年生の時に大阪市内に戻りま
　　した。祖父母と跡とりだということで私とで，熔接の仕事を再開しました。母は結局弟達と別
　　のところで暮らして，日常の往来もなく，今もそのままです。私は高校に進学したいと言った
　　のですが，祖父は熔接の仕事に学歴はいらん，早く働くようにということで，定時制高校に1
　　年程行ってやめました。職人さんを使って働くと，職人さんの来る前後に用意や片付けがあっ
　　て，学校に通うのは無理がありました。父の墓は真田山にあると祖父母に連れられて盆と彼岸
　　にお参りに来ました。祖父母が死んでからも，私にとっては，真田山にお参りした時に死んだ
　　父を一番身近に感じています。今も欠かさず盆と彼岸にはお参りに来ています。2，3日前に
　　供えたお花をみると，母と弟達がお参りに来たのだと思います。真田山に父の墓碑を建てられ
　　た経過は全く知りませんでした。大阪市か旧軍の関係で造ってくれたのだとばかり思っていま
　　した。でも周辺でお参りする人が少ないとは感じていました。祖父が死んで暫くして真田山に
　　お参りに来た時，以前連れられてお参りした時と位置が少し変って全体に奥の方に寄せられて
　　いたような気がします。私が生きているうちは真田山にお参りに来ようと思っていますが，子
　　どもは娘1人で結婚していますし，私達夫婦は自分達だけで永代供養してくれるところに入っ
　　て娘には世話にならない心算です。
　小島氏の場合，地元の軍人墓地には関係がないため，真田山の墓碑が一番親しく戦死した父親を
想う場，追悼する場になっているようであった。しかし真田山をそうした場として維持するために，
戦後間もなくから財団法人大阪靖国霊場維持会や，地元の町自治会の方々等の献身的な努力，奉仕
があったことについては全くご存知なく，「そういうことだったのですか」と何度も頷いておられ
た。しかしこうした想いは，次の世代に引き継がれる可能性は少なく，真田山に野田村遺族会によ
って建立された169基の墓碑の祭祀については，追悼の主体であるはずの旧野田村の戦没者の遺族
の世代交代とともに，地元であると転出者であるとにかかわらず，その意識から影が薄くなりつつ
あるように思われる。
おわりに
　現在急速に変貌しつつある大阪近郊の大阪府南河内郡旧野田村の遺族会が，旧真田山陸軍墓地内
に建てた169基の墓碑について，さらに地元に建てた墓碑とも比較しながら一部推論を含みつつ現
在まで判明したことを述べてきた。
　ここではそれらをまとめて整理しておきたい。
　（1）　「大阪府南河内郡野田村遺族会」という一村単位の遺族会が，一括して戦没者の墓碑を建立
　　する事業を進めた中心人物は物故し，書類も処分されていて一次史料からその事業の意図など
　　を明らかにすることはできない。しかし前後の状況から，野田村が隣…村と合併して新町制が発
　　足する前に，野田村独自の事業として墓碑建立が企画され，財団法人大阪靖国霊場維持会の成
　　立がその受け皿となり，村を挙げての事業として推進されたものと思われる。
　（2）旧真田山陸軍墓地の墓碑は，遺骨の収納というより記念品を納めるものとして建てられ，旧
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　　陸軍の規格より小さなスペースに統一された。また村の戦没死者全体を対象とするということ
　　から，陸軍と海軍も同じに扱い，併せて将校も下士官も兵士も同じ戦没死者として同一の規格
　　の墓碑で扱った。建立の場所も差別がない。
　（3）野田村の全戦没死者を真田山に墓碑建立する対象としたことは，疎開者の墓碑が存在するこ
　　とからも間違いないであろう。しかし，必ずしも全員が賛同した訳ではなく，約37％の遺族は
　　不参加であった。反面からいえば戦後の価値観の急激な変動のなかで，よく63％もの賛同をと
　　りつけたともいえよう。その後地元に建てた墓碑の場合も同様である。
　（4）1950年頃に地元でまず野田軍人墓地が，そして1952年頃に登美丘軍人墓地がつくられ，身近
　　かにお参りする対象が出来ると，真田山からは次第に足が遠のき，特に企画の中心になった人
　　物が相次いで亡くなり，世代が交代されるなかで，真田山の旧野田村の軍人墓地については認
　　識が薄くなりつつある。
　（5）世代交代による祖先に対する祭祀の継承が困難になっているのは，現在の日本の一般的状況
　　だが，特に真田山に建立された旧野田村の169基の墓碑については，これまで見てきた状況か
　　らそれが特に著しくなっている。
　以上，旧真田山陸軍墓地の全体像からみれば，この野田村遺族会建立の169基の墓碑は，旧軍の
建立・管理した陸軍墓地の墓碑とは明らかに異質な存在であって，そういう意味では明確に区別し
て扱う必要がある。しかし同時に，この旧陸軍墓地が戦後どの様に扱われ意識されてきたかを検討
する上では，その存在自体が貴重な資料としての性格をもっているとも言えるであろう。
　この小稿をまとめるにあたり，旧野田村の遺族会をはじめ関係する遺族の方々と，財団法人大阪
靖国霊場維持会には大変お世話になった。記して厚く感謝の意を表したい。
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